
■背景
神⼾市はおおよそ⼩学校区に１つ程度地域福祉センターを持ち、市内に200弱のセンターが存在する。
現在、地域福祉センターの予約⼿段はセンターの営業時間内に電話するか、現地窓⼝での予約のみとなっ
ており、管理者・利⽤者共に予約への対応が負担となっていることが懸念される。
また、予約状況の管理や収納事務などすべて紙で管理されていたため、管理業務や市への報告業務などで
管理者への負荷が⾼まっていることが想定される。

■事業の⽬的
予約受付、予約管理、収納管理事務をデジタル化することで管理者、利⽤者の利便性を向上させることを
⽬的とする。

■事業内容
予約受付、予約管理、収納管理事務をデジタル化するために必要な業務の整理、システム改修、現地での
運⽤実証を⾏い、 利便性の向上や業務負荷の軽減について検証を⾏う 。
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１）事業詳細
地域福祉センター運営で課題となっている、予約の管理、収⽀管理、市への報告業務などの事務負荷を予約システム
の導⼊により、効率化します。また、システム化により、利⽤者の利便性が向上し、センターの利⽤率向上、地域活性
化につながるサービスも同時に提案させて頂きます。

２）解決したい課題
①地域福祉センターの管理、事務負荷の軽減
②利⽤者の利便性向上

３）検証のポイント
会議室の予約システムを利⽤し、事務負荷の軽減と利便性が向上するかの検証を⾏う。

４）体制
⼀部選択された地域福祉センターと利⽤者で検証を実施する
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2⽉以降、⼀般利⽤者含めて、3センターでの実証実験を
⾏った。

本システムでは施設の予約を取る際、利⽤登録を必須とし
たが、施設管理者から登録団体の管理は楽になったと回答
して頂けた。
また、施設の予約については過半数の⼀般利⽤者が分かり
やすかったと回答して頂いた。
施設管理者からは、利⽤申請書などの帳票類をシステムが
作成するため、書かなくてよくなった点を評価して頂いた。

⼀⽅で、団体登録については1ユーザーにつき1団体の登録
は実態に合わないなど改善点も⾒られた。

検証結果
今回の実証実験に参加して頂いた⼀般利⽤者と施設管理者
に対してアンケートを実施した。⼀般利⽤者の年齢層は以
下のようになっている。

70代：9名 60代：4名 40代：1名

根拠・分析結果

・今回実証を⾏ったセンターに対する予約管理業務のデジタル化は⼀定導⼊に対するめどは⽴ったと考えている。
・⼀部、神⼾市の地域福祉センターの実態に合わず、システムの改善が必要な部分も⾒つかった。
・⼀⽅で予約可能な時間帯や予約をいつから受け付けるか等、各センター間で業務フローが⼤きく異なるため、実際の
導⼊に当たっては運⽤の整理が必要であると考える。

サービス実装の⽬途・⽬標 ※もしくはサービス実装に必要な⽀援や課題等に関する記載でも可
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